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１. 当四半期決算に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く経済環境は、国内では、輸出がアジア・アメ

リカ向けを中心にやや低調に推移した一方、政府の景気経済対策を背景に、企業収益・個人消費等緩やか

な回復基調が継続しました。世界経済においては、アメリカ経済は家計支出・設備投資等の緩やかな増加

により堅調に推移した一方、中国・アジア新興国の経済成長率の鈍化など、先行きの不透明感は高まりつ

つあります。

こうした経済のもと、紙パルプ業界におきましては、板紙は国内景気の回復に伴う堅調な需要がみられま

したが、洋紙については電子化の進行などの要因から国内の需要は減少傾向が継続し、当第２四半期連結

累計期間における紙・板紙の国内出荷は前年を下回る結果となりました。

当社グループでは、「ＪＰグループ中期経営計画2016」最終年度での目標達成に向け、「国内卸売」を基

幹事業として、「海外卸売」「製紙・加工」「資源・環境」の事業分野で新たな挑戦を続け、事業間のシナジ

ー効果を最大限に発揮させることで、グループ企業価値の最大化に取り組んでおります。

これらの結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高255,191百万円（前年同期比

1.4％増）、営業利益3,003百万円（前年同期比5.1％減）、経常利益3,105百万円（前年同期比1.2％減）、親

会社株主に帰属する四半期純利益は投資有価証券売却益及び固定資産処分損等計上により、1,547百万円

（前年同期比11.9％減）となりました。

当第２四半期連結累計期間の業績をセグメント別にみると次のとおりです。

「国内卸売事業」

売上高は国内需要の減少に伴い販売数量が減少したため、前年同期比1.5％減の166,055百万円とな

りましたが、経常利益は3.4％増の2,718百万円となりました。

「在外卸売事業」

円安による外貨換算の影響もあり、売上高は前年同期比9.0％増の75,043百万円、経常利益は10.0％

増の329百万円となりました。

「製紙及び加工等事業」

売上高は前年同期比5.5％減の11,221百万円、経常利益は再生家庭紙製造事業の新工場立ち上げに伴

う費用の増加により、49.4％減の738百万円となりました。

「不動産賃貸事業」

売上高はテナントビルの稼働率上昇により前年同期比7.4％増の1,266百万円、経常利益は48百万円

（前年同四半期連結累計期間は33百万円の経常損失）となりました。

「その他の事業」

売上高は北海道釧路における太陽光発電事業の稼働開始等により、前年同期比62.5％増の1,606百万

円、経常利益は110.5％増の316百万円となりました。
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(2) 連結財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間の総資産は、国内売上高の減収に伴う売上債権の減少等により、前連結会計

年度に比べて4,583百万円減少し、305,474百万円となりました。

総負債は、仕入債務の減少により、前連結会計年度に比べて1,675百万円減少し、225,860百万円となり

ました。

純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による増加、配当金の支払い及び自己株式の取得

による減少により、前連結会計年度に比べて2,908百万円減少し、79,614百万円となりました。

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想に関しましては、平成 27 年５月 15 日公表の予想を修正しておりません。

２. サマリー情報（注記事項）に関する事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社の連結子会社信栄製紙㈱は、有形固定資産の減価償却方法に主として定率法を採用しておりましたが、

第１四半期連結会計期間より、定額法に変更しております。

この変更は、第１四半期連結会計期間に同社の富士工場が稼働を開始したことを契機に、有形固定資産の

使用状況を検討した結果、資産の経済的便益がその耐用年数にわたって平均的に消費されると予測されたた

め、より実態に則した定額法へ変更したものであります。

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ

210百万円増加しております。

（追加情報）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）第39項に掲げられた定め等

を適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っており

ます。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半

期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,588 5,179

受取手形及び売掛金 134,974 130,690

たな卸資産 29,349 29,107

その他 6,859 7,917

貸倒引当金 △1,240 △1,389

流動資産合計 175,530 171,505

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 30,066 35,127

土地 25,563 25,573

その他（純額） 33,799 29,300

有形固定資産合計 89,428 89,999

無形固定資産

のれん 1,017 743

その他 1,233 2,074

無形固定資産合計 2,251 2,816

投資その他の資産

投資有価証券 37,723 35,768

その他 9,016 8,963

貸倒引当金 △3,994 △3,671

投資その他の資産合計 42,746 41,060

固定資産合計 134,424 133,876

繰延資産 103 93

資産合計 310,058 305,474
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 95,804 91,831

短期借入金 49,328 49,977

1年内返済予定の長期借入金 1,154 2,581

コマーシャル・ペーパー 4,500 15,000

1年内償還予定の社債 15,050 50

未払法人税等 1,568 1,313

引当金 1,622 1,729

その他 7,949 7,475

流動負債合計 176,975 169,956

固定負債

社債 20,025 20,000

長期借入金 21,309 27,102

引当金 112 99

退職給付に係る負債 724 858

その他 8,390 7,845

固定負債合計 50,560 55,904

負債合計 227,535 225,860

純資産の部

株主資本

資本金 16,649 16,649

資本剰余金 15,249 14,642

利益剰余金 37,656 38,428

自己株式 △2,142 △4,033

株主資本合計 67,412 65,686

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,764 6,959

繰延ヘッジ損益 0 △2

為替換算調整勘定 1,413 1,333

退職給付に係る調整累計額 1,505 1,395

その他の包括利益累計額合計 10,683 9,685

新株予約権 218 198

非支配株主持分 4,209 4,046

純資産合計 82,523 79,614

負債純資産合計 310,058 305,474
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

売上高 251,572 255,191

売上原価 227,706 230,475

売上総利益 23,866 24,716

販売費及び一般管理費 20,701 21,713

営業利益 3,165 3,003

営業外収益

受取利息 26 27

受取配当金 374 406

持分法による投資利益 66 159

その他 249 250

営業外収益合計 715 843

営業外費用

支払利息 620 653

その他 118 87

営業外費用合計 738 740

経常利益 3,142 3,105

特別利益

投資有価証券売却益 - 1,139

補助金収入 - 247

固定資産売却益 76 7

厚生年金基金解散損失引当金戻入額 749 -

特別利益合計 825 1,392

特別損失

固定資産処分損 37 1,617

投資有価証券評価損 83 47

減損損失 252 -

貸倒引当金繰入額 115 -

投資有価証券売却損 11 -

その他 - 71

特別損失合計 497 1,735

税金等調整前四半期純利益 3,470 2,763

法人税、住民税及び事業税 1,229 1,134

法人税等調整額 162 △189

法人税等合計 1,391 945

四半期純利益 2,079 1,818

非支配株主に帰属する四半期純利益 323 271

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,756 1,547
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

四半期純利益 2,079 1,818

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △400 △746

繰延ヘッジ損益 △10 △3

為替換算調整勘定 △278 △91

退職給付に係る調整額 22 △110

持分法適用会社に対する持分相当額 52 △67

その他の包括利益合計 △614 △1,018

四半期包括利益 1,465 800

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,122 549

非支配株主に係る四半期包括利益 343 252
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成27年５月29日開催の取締役会決議に基づき、平成27年６月１日付で、自己株式5,800,000

株の取得を行いました。この結果、当第２四半期連結累計期間において自己株式が1,960百万円増加し、

当第２四半期連結会計期間末において自己株式が4,033百万円となっております。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント
その他

(百万円)
合計

(百万円)
調整額

(百万円)

四半期連結
損益計算書
計上額

(百万円)
国内卸売
(百万円)

在外卸売
(百万円)

製紙及び
加工等

(百万円)

不動産賃貸
(百万円)

売上高

外部顧客への売上高 168,663 68,869 11,872 1,179 989 251,572 ― 251,572

セグメント間の内部
売上高又は振替高

8,223 308 9,909 33 403 18,876 △18,876 ―

計 176,886 69,178 21,780 1,212 1,392 270,448 △18,876 251,572

セグメント利益
又は損失（△）

2,630 299 1,459 △33 150 4,504 △1,362 3,142

（注）１ その他には、資源・環境事業及び情報システム販売等の事業を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

３ セグメント利益又は損失（△）の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社部門の損益△1,198百万

円が含まれております。全社部門の損益は、主に各報告セグメントに帰属しない一般管理費、営業外収益、営業

外費用の純額（連結上消去した受取配当金等を除く）であります。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント
その他

(百万円)
合計

(百万円)
調整額

(百万円)

四半期連結
損益計算書
計上額

(百万円)
国内卸売
(百万円)

在外卸売
(百万円)

製紙及び
加工等

(百万円)

不動産賃貸
(百万円)

売上高

外部顧客への売上高 166,055 75,043 11,221 1,266 1,606 255,191 ― 255,191

セグメント間の内部
売上高又は振替高

8,916 242 11,754 56 437 21,406 △21,406 ―

計 174,971 75,286 22,975 1,322 2,043 276,597 △21,406 255,191

セグメント利益
又は損失（△）

2,718 329 738 48 316 4,150 △1,044 3,105

（注）１ その他には、資源・環境事業及び情報システム販売等の事業を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

３ セグメント利益又は損失（△）の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社部門の損益△973百万

円が含まれております。全社部門の損益は、主に各報告セグメントに帰属しない一般管理費、営業外収益、営業

外費用の純額（連結上消去した受取配当金等を除く）であります。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、当社の連結子会社信栄製紙㈱は、有形固定資産の減価償却方法に

主として定率法を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より、定額法に変更しております。

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間において、「製紙及び

加工等」事業のセグメント利益が 210 百万円増加しております。
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